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リツン人と敵対していたことがわかる。（ただ、バリツン人の村々の方向は西

か北西でなければつじつまが合わない。）一方、かつてはタラボアンとカバラ

ンから来た人々と交易していたという記述は、事実だったとすれば興味深いが、

少なくとも報告当時は専ら敵対している状況があったことが、他の資料でも報

告されている。 

さらに約 10 年後の 1657 年～1659 年頃の記録として、Poulecheron 人が宜蘭

平原に現れたことが記されている。1657 年 7 月 10 日の報告（基隆のピーテル・

ボーンからコイエット長官宛て）によると、 

何日か前、Kittatobigaar（筆者注：抵百葉社または抵把葉社）のクヴァラン

人の長老が、彼の村のすべての住人達 30‐40 人がここ（筆者注：基隆）に移住

してもよいかと許可をもらいに来た。彼らは、もし我々が同意するなら自分た

ちの村を離れたがっている、というのは、ひどく飢えた Poulecheron 人がしょ

っちゅう彼らの村に略奪にやってきて、すでに何人かの首を彼らに取られたか

らである。我々は彼らに移住を許可した［Blussé & Everts 2010：307］。 

ちょうどこの 4 日前にはバルビヤーン一行が、タラボアンへ向けて基隆を出

航していた。つまり、タッキリ渓河口で Poulecheron 人とタラボアン人の首狩

抗争が行われているのと同じ時期に、宜蘭北部でも Poulecheron 人によるクヴ

ァラン人に対する首狩と略奪行為が行われていたことがわかるのである。 

さらに 1659 年頃には、Poulecheron 人は宜蘭平原とその付近の住民に対して

も攻撃をしかけて困惑を引き起こしており、宜蘭の政務員がゼーランジャ城当

局に派兵を要請している［江樹生 2011 ：379］。 

1660 年、コイエット長官は、東インド総督への報告の中で、この宜蘭への派

兵要求について次のように述べている。 

宜蘭平原とタラボアンの間の山岳地帯の Poelecheron 人は、クヴァラン人に

対する多くの兇悪犯罪に関与しており、この地域における栄えある会社の富の

蓄積が少なからず妨害を受けている。ルニウス氏はクヴァラン人の提案に従う

のが賢いと考えたので、兵士たちの小隊の派遣を要請した。・・・しかし我々

はそれを行う決定を延期した、というのは、我々はその地域の情報をほとんど

持っておらず、他の反対の理由もあったからである。［Blussé & Everts 2010：
411］ 

このように、17 世紀に北部山岳地帯に住んでいた山地原住民は、

Parrougearon、Poulecheron、Pourousouron 、Poulo Seron、Poeleceron などの綴

りで記録され、綴りは少しずつ異なるが、おそらく同一の民族集団であり、ほ

ぼ同一の名称で村の名前も指すと考えられる。 
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中村孝志は、Poulecheron という名称から見ると、伊能嘉矩が採集した単語

から、クヴァランが山地の原住民のことを Purusaram と呼ぶ［伊能 1898：350］
のに近いようだと指摘している。［中村 1991：203］。ほかに伊能の採集した単

語としては、宜蘭の奇武老社、抵美社のクヴァラン語でそれぞれ、山の原住民

を Pusarum と呼び、基隆社寮島のバサイ語で生蕃を Purusaraman［伊能・森口 

1998：24］、または Penesorm［伊能・森口 1998：218］とも言う。一方、浅

井恵倫が採集したバサイ語とトルビアワン語でも、山の生蕃をそれぞれ

Purusaram に近い音（バサイ語： Purusarum、トルビアワン語： Pursarum）を

用いている［Moriguchi 1991：219］ことが注目される。バサイ語および宜蘭

のトルビアワン語、そしてクヴァラン語の中のこれらの呼称は、17 世紀にこ

れらの民族に接近して分布していた山地原住民の集団名、村落名に起源すると

考えられる。そこで、Poulecheron と呼ばれるこの山地原住民が、タッキリ渓

だけでなく台湾北部の山中に広く分布していたことがうかがえる。彼らの活動

領域は、タッキリ渓周辺の山岳地帯から宜蘭平原北部、基隆にかけての山岳地

帯に及ぶ広い地域であったと推測される。 

二、Poulecheron人と Mək－qaulin 人 

１．タロコ人・タウサイ人と Poulecheron 人 

オランダ人が訪れてからおよそ百年後、18 世紀半ばになると、中央山脈から

東に移動してきたタロコ人が、タッキリ渓の下流域にまで進出し、タラボアン

人を含む先住の人々を激しく攻撃し、タッキリ渓からの退去を強いたことは、

様々な口碑によって知られている。そして、その前に Poulecheron 人はタッキ

リ渓流域の高山地帯からいなくなり、タロコ人に取って代わられていたのであ

る。 

タッキリ渓流域の「山里」（Bulexengun、ブレヒェグン）という場所は、そ

のやや複雑な発音から先住者の Poulecheron 人とのかかわりを想起させる。タ

ロコの移動に関する口碑によると、タロコ、タウサイなどの原住民グループが

タッキリ渓流域の山岳地帯に入ってきたことにより、このブレヒェグンと呼ば

れた土地をめぐってこれらの人々の抗争が激化したと考えられるのであるが、

それらの伝承は先住民との抗争については触れておらず、もっぱらタロコとタ

ウサイの土地争いという説明になっている［台北帝国大学土俗人種学教室 

1935：83-84、91-93］。 

馬淵東一は、旧アタヤル系の民族の大移動の開始時期を 18 世紀初頭あるい

は中期と推定、タロコやタウサイがタッキリ流域に来住したのは 18 世紀の半

ば近くと推定し、それに先立って彼らの狩猟活動ならびに首狩り活動がこの流

域の住民の脅威となり始めていたと推定している［馬淵 1974：497］。だとす
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れば、タロコ・タウサイの狩猟活動が次第に広範囲に広がり始めたころ、まず

かれらと最初に土地を争ったのは、タッキリ渓奥地の山岳地帯に住む

Poulecheron 人であったはずである。そしておそらく 18 世紀の半ばごろまでに

入れ替わりが起こったと推定される。Poulecheron 人の拠点の一つと推定され

るブレヒェグンと呼ばれた土地はタロコによって占拠され、そしてブレヒェグ

ンをめぐってタロコとタウサイが争い、やがてタロコがタッキリ渓下流域まで

勢力を伸ばしてタラボアンの住民を攻撃し、ついには彼らをタッキリ渓河口付

近から追い出すに至ったということになるだろう。 

２．マッカオリンの伝説とカウカウ社の起源 

Poulecheron 人がいつ頃どのようにしてタロコ人と入れ換わり、そして

Poulecheron 人はその後どこへ行ったのだろうか。タッキリ渓周辺の山に住ん

でいた先住民については、馬淵東一、詹素娟らによる、日本統治時代に収集さ

れたマッカオリン（Mək-qaulin）の伝説と、宜蘭の猴々（カウカウ）社の起源

に関する伝承をもとにした考察がある。 

馬淵は、口碑の研究から、セデク群が中央山脈を越えて東進した頃までタッ

キリ渓流域やその河口から北にかけて分布していたのは、セデク語で

Mək-qaulin と呼ばれた先住民であると述べている。彼らはセデク群の進出に押

されて陸路または海路で北方に去ったが、南澳蕃の口碑を参照して行方をたど

れば、クヴァラン族分布の最東南端にあった猴々社（Qauqaut）にたどり着く

と述べている。猴々社人自らも祖先がアタヤル族の圧迫で南澳蕃領域の東部山

地（タッキリ渓流域に関して記憶なし）から蘇澳を経由して猴々に来住し村を

建てたこと、アタヤル族が彼らを Qaulin または Qau-qaulin と呼ぶことを語っ

ている。この称呼は Mək-qaulin にほかならない、と馬淵は述べている［馬淵

1974：300］。これが口碑による宜蘭の猴々社の建設に至る経緯である。 

タッキリ渓を接点としたタラボアン社のトルビアワン人、山岳地帯のタロコ

人、先住民とされるマッカオリン人の関係についてはその後も研究者の検討課

題となってきた。そのなかで、詹素娟は宜蘭の猴々社の起源をタッキリ方面か

ら移動してきたマッカオリン人と考えられるかどうか検討している。まず、時

期であるが、『諸羅県志』（1716 年）の記事から、1710～1720 年の間にすでに

宜蘭の南 1，2 日の行程のところに猴々社の存在があり、カオリン人はこの時

期に宜蘭の比較的近く、おそらく大南澳のあたりに集落を形成していたと考え

ている［詹 1995:68］。そして、詹素娟はさまざまな口碑を比較し、さらに言

語学、考古学上の研究結果から総合して、マッカオリン人はクヴァラン人やト

ルビアワン人と種族来源上の関係はありそうだが、独特の言語、風俗、文化を

持った特殊な族群であると考察した。そして、猴々社の前身であるマッカオリ

ン人は、タッキリ渓にいてクヴァラン人やトルビアワン人と同源の族群だった
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と考えている［詹 1995:61-72］。 

これらの研究は、何れも FE の資料修正と英訳によってオランダ資料の詳細

が明らかになる前のものであり、そのために Mək-qaulin と、オランダ人の記

録に見える Poulecheron 人との関係がつながっていなかった。しかしこれまで

述べてきたように、17 世紀中葉にタッキリ渓の周辺の高山地帯に居住してい

たのはオランダ人が Poulecheron と呼んだ人々であり、彼らこそがセデクの

人々によって Mək-qaulin と呼ばれた集団のことであると考えてよいだろう。

そして、わずかな根拠ではあるが、入れ墨の様式や抜歯の形式などの特殊性、

そして 2 つの村はありながら恒久的な家を持たないとされる生活形態などか

ら考えて、かれらはクヴァラン人、トルビアワン人とは全く異なる高山地帯を

住処とする原住民であり、なおかつアタヤル・セデク・タロコをはじめ、その

ほかの台湾の山地に住む原住民のどれとも異なる特徴を持つ人々であったと

考えられる。 

３．Poulecheron人の村の名前 

オランダ資料には、Poulecheron 人の村は 2 つと記されている。このうちの 1
つは、オランダ文献に現れる Pourousouron、（Poulo Serong）社であろう。クー

ロン人の村から 2 日の行程という点から見て、この村の所在地は、Poulecheron
とよく似た発音の Blexegun（日本時代の山里、現在の秀林郷富世村下梅園）と

いう場所ではないかと推定される。 

もう 1 つはバルビヤーンたちが船の上から見た清水断崖後方の山の高いと

ころにある村であろう。セザールはタラボアンから 7 時間の行程の山の中にあ

る村の名前を、Soukou と記録している［Blussé & Everts 2006：30］。これがお

そらくバルビヤーンらが見た山の上の村の名前であろう。村の名前はオランダ

語表記であり、ou をオランダ語読みにすると［au］［u］などと読める。17 世

紀はオランダ語の綴り方の規則が確定していない時期であることから、どちら

の読み方もありうる。したがって Soukou という名称は、スークーまたはサウ

カウとも読むことも可能である。特にサウカウは、宜蘭の猴々社の発音カウカ

ウと近似していることに注目したい。筆者としてはこの Soukou という村が宜

蘭の猴々社のもとになった Mək-qaulin または Qau-qaulin の人々の村であった

と推測する。タッキリ渓近くの高い山に住んでいた Soukou（サウカウ）社の

Poulecheron 人、つまり Mək-qaulin 人が、タロコ人に追われて北方に移住し、

北に移住して最後は宜蘭平原部の南端に下りて猴々社を建て、もとの村の名前

を宜蘭の新しい村に付けたと考えられる。さらに、Soukou の綴りは、タラボ

アン人から間接的に聞いた名称を、オランダ人の耳で聞き取って書き留めたも

のであるので、本来の発音はサウカウではなくてカウカウに近い発音だったか

もしれないのである。 
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ところで、中村孝志は、オランダ文献中のこの村の名前を Sonkou（ツオンコ

ウ）であると読解しており、FE のテキストとは綴りが異なっている。中村自

身がハーグ国立公文書館で現物を見て解読したものであるが、17 世紀のペン

で書かれた筆記体の文字の読解にあたって、中村と FE とでは、n と u の読み

取りの解釈が分かれたようである。現物を確かめていないが（たとえ確かめた

としても、17 世紀のオランダ語の手書きを見て、どちらの読み取りが正しい

のかの判断が難しいと予想される）、オランダ人のネイティブの複数の専門家

が年数をかけて作業を行ったものであること、東インド会社の資料全体を解読

した蓄積を背景としていることを考えると、FE の読解がより正確であると筆

者は考える。したがって本論では、FE の方の解読結果を採用した。 

また、これに関連して中村孝志は、ツオンコウという村は、アミ族がアタヤ

ルを指す語、ツンガオ（中国語表記では祟爻）と対応し、Poulecheron 人が、

口歯損傷、黥面、馘首などの風習の点からは原住民族セデク族のうちの木瓜蕃

にあたるのではないかとしている［中村 1991：203］。しかし、これらの習俗

はいずれも木瓜蕃に限らず台湾原住民の一部に行われていた習俗であり、

Poulecheron 人が木瓜蕃だったという根拠としては十分とはいえない。また、

木瓜蕃の移住時期や分布地域と比較しても、Poulecheron 人の存在時期や地点

と一致しないのである。 

ところで、言語学者の研究によれば、カウカウ語の残存資料はきわめて少な

く、ただ 1 から 10 までの数字 10 個だけであるが、カウカウ語の第二母音およ

びその後ろの子音が脱落する現象が認められる。この純粋の言語資料から見て、

カウカウ人の言語はミクロネシア語の特徴と共通する一方、台湾各種のオース

トロネシア語には同じ特徴は見られないという ［浪越 1924：76-77、李壬癸

1992：227］。つまり、カウカウの言語は、タイヤル・セデク・タロコのどれと

も異なり、また台湾のオーストロネシア語のどれとも異なるものであった。 

まとめに代えて 

17 世紀のタッキリ渓河口周辺に焦点を当てると、その地域が平地の原住民

と高山地帯の原住民の接点にあたる場所であったことが分かる。砂金を集める

タラボアン社のトルビアワン人、ダダン人、パバナン人、定期的に船で交易に

やってくるバサイ人、山岳地帯を生活圏とする Poulecheron 人やタロコ人など

が、それぞれの利害に従って生活を営んでいた。タロコ人以前の先住民である

Poulecheron 人は、オランダ資料によってある程度その概要が明らかになった。

断片的な情報による限り、かれらの習俗や言語は、これまで知られている台湾

原住民とは異なる独特のものである。したがって、Poulecheron 人がセデク、

タイヤル、木瓜蕃などの直接の祖先であるよりはむしろ、同じ高山地帯にすむ

民族ではあるが、ある程度系統の異なる人々であったと考えるべきであろう。 
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そして、17 世紀半ばのほぼ同時期に、Poulecheron 人はタッキリ渓河口だけ

でなく宜蘭平原北端の抵把葉社はじめ宜蘭の村々などにも攻撃を行っていた。

彼らの村は 2 つだけ、という記録からみても、拠点となる村を遠く離れたとこ

ろまで首狩攻撃をも含めた彼らの生活上の諸活動のテリトリーであったとい

うことになる。 

本論では、オランダ資料を基にして、17 世紀から 18 世紀にかけてのタッキ

リ渓周辺の族群関係を、Poulecheron 人を中心に見てきたが、Poulecheron 人の

文化や社会の特徴、17 世紀当時から現代にいたるまでの歴史的な動向に関し

ては、解明されていない部分の方がはるかに多い。今後の研究では、さまざま

な記録や口碑の断片、そして時には考古学的な研究結果をも丹念につなぎ合わ

せていく作業が求められている。清代の文献に焦点を当てて宜蘭移住後のカウ

カウ人の社会と文化を考察した李信成は、平地に住むようになったカウカウ人

のクヴァラン化が急速に進んだことを分析している［李信成 2012］。今後こ

の人々の文化社会の特性と周辺民族の関係がさらに明らかにされるためには、

オランダ東インド会社の文献資料の一層の解読による族群関係の再構成はも

とより、考古学の発掘結果など他分野の研究成果もふくめた照合が必要であろ

う。 

＊本稿のオランダ語表記の解釈に関しては、東京大学史料編纂所松井洋子教授、日本大学

経済学部岡本奈緒子准教授のご教示を得ました。この場を借りてお礼申し上げます。 
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